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■説明内容

１．都市計画道路の見直しの概要と経緯

２．都市計画道路の必要性再検証

３．都市計画道路の変更内容

(1) 南熱海地域
① 宮脇片山線 （上多賀神社上側）
② 風越藪ノ内線（下多賀中野地先）

(2) 熱海地域
① 温泉通り水口線 （水口町ほか）
② 初川遊歩道２号線（清水町ほか）

４．今後の都市計画の手続
2



１．都市計画道路の見直しの経緯と概要

(1) 都市計画道路とは

●都市を形成するもっとも基本的な都市基盤施設
●道路には、交通、環境、防災などのさまざまな機能がある
●また、一部道路では国土を支える道路としての役割もある

出典：国土交通省道路局「道路行政の簡単解説」
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１．都市計画道路の見直しの経緯と概要

(2) 見直しの経緯

熱海市の都市計画道路（２１路線）

・１６路線は都市計画決定から５０年が経過

・１１路線は未完成、うち２路線は未着手（整備率０％）

・都市計画道路の整備率は約７６％（令和４年３月末）

将来を見据え、適切に対応する必要がある

【社会情勢の変化】
・人口減少、高齢化
・社会保障関連の歳出増加
・道路や橋などの修繕や耐震化
・自然災害や今後予想される大規模地震への備え 等

都市計画道路の見直し

【見直しの考え】
・未整備路線である１１路線を対象
・地域特性や必要性、合理性等を検証
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２．熱海市都市計画道路の必要性再検証

必要性再検証を進めるに当たっては、静岡県のガイドラインを参考に、熱海市都市計
画道路必要性再検証ガイドラインを作成し、ステップごとに検証を行いました。

熱海市の都市計画道路（21路線）

【検証対象となる路線・区間抽出（ステップ1）】
・改良率が100％に達していない路線

検証対象となる路線・区間抽出 都市計画道路（11路線）

【必要性の検証（ステップ2）】
・検討対象となった路線、区間の位置づけを整理し、現在における必要性を検証

【合理性の検証（ステップ3）】
・配置、規模、機能等を検証し、地域の実情にあった合理的な計画であるかを確認

変更なし（現決定を維持） 見直し（変更・廃止）

新道路網による検証

必要性再検証方針
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２．熱海市都市計画道路の必要性再検証

●再検証の結果

再検証の結果、一部区間の配置（現道路網での存続）が２路線、
計画の廃止（現道路網での存続）が２路線

対象路線 再検証の結果（変更内容）

宮脇片山線 （※整備率0％） 計画の廃止（現道路網での存続）

風越藪ノ内線 （※整備率0％） 計画の廃止（現道路網での存続）

温泉通り水口線 一部区間の廃止（現道路網での存続）

初川遊歩道2号線 一部区間の廃止（現道路網での存続）
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再検証の結果、都市計画道路としての必要性は低く、廃止した場
合にも将来の道路ネットワークに著しい影響を生じない上記４路
線について、都市計画変更を行おうとするものです。



３．都市計画道路の変更内容
(1) 南熱海地域【位置図】

既決定区間

廃 止 区 間

凡　　例
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３・６・１５号 風越藪ノ内線 延長約1,370ｍ 幅員9ｍ 地表式 ３・６・１４号 宮脇片山線 延長約1,060ｍ 幅員9ｍ 地表式



３．都市計画道路の変更内容

① 宮脇片山線【拡大図】
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大川支川

多賀
神社

写真①起点付近

写真②ＪＲガード付近

写真③終点付近



３．都市計画道路の変更内容
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② 風越藪ノ内線【拡大図】

多賀中学校

写真①起点付近

写真②ＪＲガード付近

写真③終点付近



３．都市計画道路の変更内容
(2) 熱海地域(水口町・清水町ほか)【位置図】

既決定区間

廃 止 区 間

凡　　例
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３・６・１１号

３・６・１１号

８・７・５号

８・７・５号



３．都市計画道路の変更内容
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① 温泉通り水口線、② 初川遊歩道２号線【拡大図】
来宮駅

静岡県熱海
総合庁舎 ﾏｯｸｽﾊﾞﾘｭ

郵
便
局

法務局

市役所

清水橋

水口橋

写真①温泉通り水口線
改良済区間

写真②温泉通り水口線
未改良区間

写真③温泉通り水口線
未改良区間

写真⑤初川遊歩道２号線
未改良区間

写真④初川遊歩道２号線
改良済区間



４．今後の都市計画の手続

今回
住民等の皆様からいただいたご意見を踏まえて、原案を確定します。

説明会の開催
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公聴会の開催

静岡県知事協議

案の確定

案の公告・縦覧

熱海市都市計画審議会

都市計画決定

原案に対して、住民等の皆様からの意見を聴くために公聴会を開催します。
市は公聴会開催後、住民等の皆様からの意見を検討し案を確定します。

縦覧期間中、案について市に対して意見書を提出することができます。


